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　はかなさと強靭さを併せ持つガラスは、古代から人間の憧れを表現してき
ました。本展では、最大の特性である透明性と独特の色、さまざまな形や装飾
を可能にする技法、そして輝きを引き出す光との関係性に着目してガラスの
魅力を紹介します。

■会　　期　4月9日（日）まで
■休 館 日　3月21日（火）
■開館時間　9：00～ 16：30（入館は16：00まで）
　　　　　　※4月1日（土）～　17：00まで
■観 覧 料　一般800円　中学生以下無料

大活字本シリーズ
夜の橋　上・下
藤沢 周平 著
埼玉福祉会

新刊情報

能登島ガラスコレクション展　ガラスの不思議な世界

　現在、当館が所蔵する美術工芸品は約750点。本展ではその中から「動
物」と「風景」をテーマにした作品計50点を紹介しています。長谷川信春
（等伯）筆「山水図」をはじめ、古今のさまざまな作家たちによって織りな
されるバラエティ豊かなラインナップを、ぜひともご鑑賞ください。

■会　　期　4月16日（日）まで
■休 館 日　毎週月曜日、3月21日（火）
　　　　　　※3月20日（月・祝）は開館
■開館時間　9：00～ 17：00
　　　　　　（入館は16：30まで）
■観 覧 料　一般350円
　　　　　　大高生280円
　　　　　　中学生以下無料
　　　　　　※祝日は70歳以上観覧料無料

アニマルズ ～ツヨく・カワイく・ウツクしく～
風景画讃歌 ～What a wonderful scenery! ～

特別展示「春を感じる」
　春や桜にちなんだ生き物を展示します。
■期　　間　3月18日（土）～ 4月23日（日）
■場　　所　本館入口ホール

新入生応援企画
　小学新1年生は入場無料となります。
■期　　間　3月20日（月・祝）～ 4月6日（木）
　　　　　　※お子さまの生年月日が分かるものをご提示ください。
　　　　　　（健康保険証など）

☆イベント詳細などはホームページでご確認ください☆

水族館で春を感じよう！！

　ノーベル化学賞受賞の科学者ロアルド・ホフマンの
戯曲。「もう一つのアンネの日記」とも言える本作は、
ホフマンが5歳のころ、第二次世界大戦中のナチスによ
る迫害の間、ウクライナ人の家庭の屋根裏部屋にかく
まわれていた自らの体験と、アメリカに渡り成功を収
めた現在が交錯する、ヒューマニズム溢れる作品です。

■日　　時　5月26日（金）　18：30開演
　　　　　　5月27日（土）　14：00開演
　　　　　　5月28日（日）　14：00開演
■出　　演　八千草薫　吉田栄作　保坂知寿　かとうかず子　ほか
■前売料金　一般6,500円　高校生以下4,500円（全席指定）
　　　　　　※当日券は500円増し　※未就学児入場不可
■予約開始日　4月15日（土）　9：00

地人会新社 
「これはあなたのもの」1943－ウクライナ

○新中島図書館の内覧会
　日時　3月21日（火）～ 3月24日（金）
　　　　9：30～ 16：00
　場所　中島図書館（中島地区コミュニティセンター内）
　　　　※本の貸し出しができます。

○大活字本を購入しました
　  　（一財）真柄教育振興財団から助成を受けて、ま
ごころ文庫として大活字本32冊を購入しました。

○本を読む仲間のつどい講演会
　『能登を巡った大伴家持』（入場無料）
　日時　3月4日（土）13：30～ 15：30

　場所　七尾サンライフプラザ　2階　視聴覚室

○休館のお知らせ
　本府中図書館（七尾サンライフプラザの改修）
　平成29年1月4日（水）～ 平成30年3月31日（土）

【大活字本とは】
視力の弱い高齢者などにも
読みやすいように、行間など
を調整し、大きな活字で組
み直した本のことです。

「キス」
パヴェル・フラヴァ

1999年 「唐津鳥形香合」
当館蔵（池田コレクション）
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司
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携
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嶋
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振
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返
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触
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祭
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と
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っ
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人とのつながり、絆を大切にした一年
～ 七 尾 市 で の 交 流 を 振り返 る ～
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